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1. 登録の種類 
目録システムでは，総合目録データベースに求めるレコードがあればそれを用い，なければ新規に

レコードを作成する。そのため，求めるレコードがどのファイルに登録されているのか，修正は必要

か，という条件によって，登録の種類が分かれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

書誌検索

求める書誌レコードが 

総合目録データベースにある 
求める書誌レコードが 

総合目録データベースにない 

参照ファイルに

ヒット 

総合目録データベース

に類似書誌がﾋｯﾄ 

ノーヒット なし あり 

レコード修正の必要性 

書誌作成

所蔵登録（所蔵リンク形成） 

書 誌 登 録 

デ  ー  タ  入  力 
リ  ン  ク  形  成 
・書誌構造リンク形成（図書） 
・著者名リンク形成 
・統一書名リンク形成（図書） 

書誌修正 所蔵のみの登録 書誌流用入力書誌流用入力 書誌新規入力
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2. リンク形成 

2.1 総合目録データベースにおけるレコード間の関係 → 第 1講 4 

 書誌レコード登録時には必ず，他のレコードとリンクを形成する。 

（図書書誌レコード → 4 種類のリンク形成の可能性あり） 

（雑誌書誌レコード → 3 種類のリンク形成の可能性あり） 

 リンクの形成は，リンク元のレコードにリンク先のレコード ID を記入することで行う。 

2.2 リンクの種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3 リンク形成時の動作 

リンク形成時の検索の仕組みは，クライアント毎に異なる。 

WebUIP では 

リンクフィールド（PTBL，AL，UTL，SAF フィールド）にデータが記入されている場合 

そのデータから検索キーが作成され，自動検索される。 

リンクフィールド（PTBL，AL，UTL，SAF フィールド）にデータが記入されていない場合 

端末操作者自らが，通常の検索を行う。 

書誌レコード

所蔵レコード 

著者名典拠レコード統一書名典拠レコード

親書誌レコード タイトル変遷レコード 

書誌構造リンク 

図書のみ 

書誌構造が存在する場合，書

誌構造リンクは必ず行う。 

所蔵リンク 

全ての子書誌レコードについて必ず行う。 
親書誌レコードについて行う場合もある。 
所蔵リンク形成＝所蔵登録。 

著者名リンク 

著者名が存在する場合，可能な限りリ

ンク形成を行う。 
リンク形成ができない場合は，リンク

形成を放棄することが可能である。 

タイトル変遷リンク 

雑誌のみ 

参加館からの報告に基づき，国立 

情報学研究所でタイトル変遷レコ

ードを作成し，書誌レコードとの 

リンク形成を行う。 

統一書名リンク 

図書のみ 

統一書名が存在する場合，可能な限り 

リンク形成を行う。 
リンク形成ができない場合は，リンク 

形成を放棄することが可能である。 


